
総
会
の
紙
面
開
催
に
ご
理
解
を
！

　

会
員
の
皆
様
に
は
総
会
を
二
年

続
き
で
同
窓
会
報
・
進
取
の
紙
面

で
開
催
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま

し
た
こ
と
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、

残
念
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ど
う
か
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
し
て
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
表
立
っ
た
活
動
は

制
約
さ
れ
ま
す
が
、
母
校
へ
の
貢

献
、
同
窓
と
の
絆
を
繋
ぐ
活
動
は

揺
ら
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
会
報
を
通
し
ま
し
て
少

し
で
も
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
を

図
り
、
来
期
は
総
会
を
開
催
で
き
ま

す
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

卒
業
生
２
３
１
名
が

同
窓
会
へ
入
会
！

　

高
校
の
卒
業
式
が
３
月
13
日
に

無
事
行
わ
れ
２
３
１
名
（
男
性

１
０
５
名
、
女
性
１
２
６
名
）
の

卒
業
生
を
同
窓
会
の
新
会
員
と
し

て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
式
は
今
年
も
卒
業
生
、
保

護
者
１
名
、
担
任
の
先
生
ほ
か
若

干
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

厳
か
に
挙
行
さ
れ
た
式
典
は
高
校

生
活
の
思
い
出
や
将
来
へ
の
期
待

が
駆
け
巡
り
、
心
に
残
る
記
念
す

べ
き
一
日
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

卒
業
式
の
挙
行
に
尽
力
さ
れ
た

教
職
員
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

卒
業
生
全
員
に
同
窓
会
名
を
刻

ん
だ
真
空
断
熱
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト

ル
「
コ
コ
カ
フ
ェ
」
を
卒
業
記
念

品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
委
員
に
選
ば
れ

た
12
名
の
方
々
に
は
同
窓
会
の
資

料
を
渡
し
て
今
後
の
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。

松
浦
麻
紀
子
校
長
を

同
窓
会
名
誉
会
長
に
お
迎
え
！

　

松
浦
麻
紀
子
先
生
が
本
年
４
月

１
日
付
け
で
法
政
大
学
中
学
高
等

学
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。「
お
互
い
を
思
い
や
り
、
課

題
を
話
し
合
う
創
造
的
な
人
間
を

育
て
る
」
の
理
念
の
も
と
に
岡
稔

彦
前
校
長
の
後
を
引
き
継
が
れ
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
猛
威
を
振

る
う
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
運
営
の

厳
し
さ
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

同
窓
会
は
松
浦
校
長
を
名
誉
会

長
に
お
迎
え
し
、
万
全
の
体
制
で

協
力
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
副
校
長
に
は
石
川
秀
和

先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
学
校
内
は
昨
年
に
比

べ
れ
ば
だ
い
ぶ
落
ち
着
い
て
き
た

感
じ
で
、
対
面
授
業
は
例
年
に
近

い
形
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
ク
ラ
ブ

活
動
も
時
間
の
制
限
や
対
外
活
動

に
制
約
は
あ
る
も
の
の
練
習
で
き

る
環
境
は
整
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。

　

た
だ
、
以
前
の
よ
う
に
喧
噪
さ

も
交
え
た
校
内
の
活
気
は
ま
だ
感

じ
ら
れ
な
い
状
況
と
の
こ
と
で
、

一
日
も
早
く
日
常
が
取
り
戻
せ
ま

す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

法
政
大
学
総
長
に

廣
瀬
克
哉
教
授
が
就
任
！

　

本
年
４
月
１
日
廣
瀬
克
哉
教
授

が
法
政
大
学
総
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

４
月
３
日
武
道
館
で
行
わ
れ
た

２
０
２
０
年
（
昨
年
中
止
で
一
年

遅
れ
の
開
催
）
と
２
０
２
１
年
の

入
学
式
で
田
中
優
子
前
総
長
が
掲

げ
た
法
政
大
学
憲
章
「
自
由
を
生

き
抜
く
実
践
知
」を
標
榜
し
て「
厳

し
い
制
約
が
か
か
っ
て
い
る
今
こ

そ
自
分
を
磨
け
る
最
適
の
時
期
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
入
生
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

同
窓
生
２
名
が

法
政
大
学
理
事
に
選
任
！

　

岡
本
眞
司
さ
ん
（
高
校
18
期
）

と
長
裕
章
さ
ん
（
高
校
33
期
）
の

二
人
が
４
月
１
日
付
け
で
法
政
大

学
の
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
の
運
営
を
担
う
理
事

は
総
長
以
下
14
名
で
す
が
、
内
４

名
が
卒
業
生
か
ら
選
任
さ
れ
ま

す
。
母
校
か
ら
二
名
も
選
ば
れ
る

の
は
稀
有
の
事
で
、
高
校
・
大
学

で
学
び
、
豊
富
な
社
会
経
験
で

培
っ
た
力
を
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
の
た
め

に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
校
友
会
の
三
大
イ
ベ
ン
ト
は

開
催
見
送
り
！

　

法
政
大
学
校
友
会
が
今
年
開
催

予
定
の
「
オ
ー
ル
法
政 

新
年
を

祝
う
会
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
開

催
し
配
信
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

「
オ
ー
ル
法
政
ゴ
ル
フ
大
会 

総
長

杯
」
は
見
送
り
、「
全
国
卒
業
生

の
集
い 

栃
木
大
会
」
は
来
年
10
月

に
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
苦
渋
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
理
事
会
や
代
表
議
員
総

会
は
対
面
を
避
け
て
リ
モ
ー
ト
や

書
面
方
式
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
事

務
局
運
営
を
含
め
支
障
な
く
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

憲
章
を
共
通
理
念
と
し
て
引
き
続

き
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
コ
ロ
ナ
、
天
候
不
順
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

健
康
に
留
意
さ
れ
て
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

同 窓 会 憲 章
　法政大学高等学校同窓会は母校の伝統風土である「良き師、良き友、集い結べり」の精神
を継承し、母校の校格向上を目的として一致協力して強力な支援体制を築きます。
　さらに「母校の誇り、母校愛、母校への貢献」を共通理念として会員が一体となった活力
ある組織を形成いたします。

発行所　法政大学高等学校同窓会
〒181-0002 東京都三鷹市牟礼 4-3-1
Tel. 0422-79-6233 Fax. 0422-79-6262
https://www.hoseikd.jp
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発行人　高村嘉昭（同窓会会長）
編集人　大貫光伸（広報委員長）

2021年（令和 3 年）10 月 20 日（水）第 46 号

会員各位
法政大学高等学校同窓会　議案の書面決議について

法政大学高等学校同窓会
会長　高村嘉昭

副会長・総会実行委員長
岡本眞司

　新型コロナウイルス感染症の終息が見えないなか、対面式での同窓会総会
の開催は残念ではありますが昨年に続き今年も見送らざるを得ない状況と
判断しました。議案につきましては、役員会で協議した結果、書面決議と
させていただくことにいたしました。
　つきましては、下記議案への賛否およびご意見、ご提案等があれば、
同封のはがきにご記入のうえ、11 月 20 日（土）までに同窓会事務局宛
お送りくださいますようお願い申し上げます。
　なお、結果のご報告およびご意見、ご提案等については同窓会ホーム
ページ上にて後日回答いたします。
　対面での開催が出来ず誠に残念ではありますが、諸般の事情を鑑み
ご理解ご了承のほどお願い申し上げます。

記

議案 1.　2020 年度事業報告および会計報告
議案 2.　2021 年度事業計画（案）および予算（案）
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６
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浅見 拓海

宮野 二葉

丸山 柊吾

久下 陽美

黒坂 夏希

田中 桜

中原 陸

真道 ひなた

黒澤 央将

小髙 七海

新納 翔太

杉江 未悠

1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 6 組 ２
０
２
１
年
度　

２
０
２
１
年
度　

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介

新
卒
ク
ラ
ス
委
員
紹
介
（（
高高
7373
期期
））

　

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
の
中
で
も

生
徒
た
ち
は
で
き
る
こ
と
を
考

え
友
達
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

「
自
粛
中
／
去
年
の
ア
ル
バ
ム
広

げ
る
と
／
海
を
バ
ッ
ク
に
／
笑

顔
の
写
真
」
こ
れ
は
２
０
２
０

年
度
中
学
２
年
生
の
創
作
短
歌

で
す
。
生
徒
た
ち
は
例
年
以
上

に
真
剣
に
級
友
の
言
葉
に
向
き

合
っ
て
、
教
室
で
空
間
を
共
に

す
る
一
瞬
の
尊
さ
を
強
く
感
じ

取
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
思
い
や
り
が
あ
る

本
校
生
徒
の
特
徴
は
、
一
中
高

時
代
か
ら
の
気
風
だ
と
私
た
ち

教
員
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
学
校
で
す
か
と
聞
か

れ
た
ら
「
自
分
の
頭
で
考
え
行

動
し
、
新
し
い
社
会
を
創
る
市

民
を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ
す
学

校
で
す
」と
答
え
ま
す
。
例
え
ば
、

18
歳
選
挙
権
が
実
現
し
社
会
科

の
模
擬
投
票
の
授
業
で
は
、
生

徒
達
の
言
葉
で
論
じ
あ
う
過
程

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
法
政

大
学
憲
章
「
自
由
を
生
き
抜
く

実
践
知
」
の
精
神
を
学
び
、
新

し
い
価
値
を
作
り
出
す
力
を
育

て
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
大
事
に
し
て
い

る
の
が
「
人
権
」
と
「
生
徒
の

意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
」
で
す
。

ま
ず
は
「
自
分
は
今
の
ま
ま
で

十
分
素
晴
ら
し
い
の
だ
」
と
絶

対
の
自
信
を
持
つ
自
己
肯
定
感

を
育
て
た
い
で
す
。
容
姿
、性
格
、

勉
強
が
で
き
る
／
で
き
な
い
、

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
／
で
き
な

い
、
誰
を
好
き
に
な
る
か
、
す

べ
て
あ
な
た
の
個
性
、
そ
の
ま

ま
丸
ご
と
素
晴
ら
し
く
、
存
在

す
る
だ
け
で
か
け
が
え
の
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
の

ま
ま
を
認
め
合
う
こ
と
を
大
切

に
し
ま
す
。
根
っ
こ
に
は
権
威

に
こ
び
ず
自
ら
考
え
る
法
政
の

自
由
な
校
風
が
あ
り
ま
す
。
名

も
な
き
若
者
た
ち
が
創
っ
た
法

政
大
学
の
校
風
の
も
と
、
誰
の

こ
と
も
傷
つ
け
な
い
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
生
徒
の
意
見
を
尊

重
す
る
活
動
が
「
三
者
協
議
会
」

で
す
。
生
徒
・
教
職
員
・
保
護

者
と
で
対
等
な
立
場
で
話
し
合

い
ま
す
。
高
校
生
の
白
い
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
は
生
徒
の
要
求
か
ら
実

現
し
た
も
の
で
、
機
能
的
で
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し

ま
し
た
。
大
人
は
生
徒
の
意
見

を
よ
く
聞
き
、
感
じ
一
緒
に
身

近
な
問
題
を
考
え
ま
す
。
今
年

度
数
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
立

ち
止
ま
り
、
当
た
り
前
を
見
直

す
機
会
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を

持
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
や
気
候

変
動
な
ど
、
地
球
規
模
の
危
機

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
必
要
な

の
は
相
手
に
打
ち
勝
つ
競
争
で

は
な
く
連
帯
で
す
。
子
ど
も
た

ち
を
生
き
づ
ら
く
さ
せ
て
い
る

も
の
は
何
か
真
剣
に
向
き
合
い
、

点
数
で
追
い
求
め
る
の
で
は
な

く
、
５
年
先
10
年
先
を
見
据
え

ま
す
。

　

最
後
に
、
働
き
方
で
す
。
主

人
公
で
あ
る
生
徒
へ
の
責
任
と

し
て
、
本
気
で
教
員
の
仕
事
を

断
捨
離
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
全
部
や
り
き
っ
て
ヘ

ロ
ヘ
ロ
な
顔
で
教
壇
に
立
つ
よ

り
、
手
を
抜
け
る
と
こ
ろ
は
抜

き
、
や
る
こ
と
は
や
っ
て
、
元

気
な
顔
で
教
壇
に
立
っ
た
方
が

生
徒
に
よ
い
と
思
い
ま
す
。
教
員

が
自
分
ら
し
い
人
生
を
歩
む
こ

と
が
、
生
徒
の
豊
か
な
学
び
に

つ
な
が
り
ま
す
。
私
自
身
３
人

の
子
育
て
を
し
て
本
校
で
働
き

続
け
ら
れ
た
の
は
皆
様
の
お
蔭

で
す
。
我
が
子
が
不
登
校
の
時
、

同
じ
悩
み
を
も
つ
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
学
び
合
い
そ
の
お
蔭

で
人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
一
度
き
り
の
人
生
を
家
族

や
友
人
と
共
に
歩
む
こ
と
が
教

育
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

　

生
徒
、
保
護
者
の
願
い
に
応

え
る
こ
と
が
学
校
の
評
価
と
な

り
、
や
が
て
卒
業
生
が
社
会
を

変
え
る
一
役
を
に
な
う
誇
れ
る

学
校
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
本
校
へ
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
の
意
見
を
尊
重
す
る
学
校
づ
く
り

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
　
校
長
　
松
浦 

麻
紀
子

2



議
案
１

2020年度予算 決算額

項 2021年3月末 備　　　考

繰越金 2,260,910 2,260,910

会  費 4,680,000 3,386,219

（イ） 入  会  金 1,666,000 1,617,000 ￥7,000×231名

（ロ） 新入会員年会費 714,000 693,000 ￥3,000×231名

（ハ） 年会費・寄付 1,400,000 1,076,219  既会員会費

（ニ） その他会費 900,000 0

雑収入 20,000 1,001,335 定期預金解約、預金利息

6,960,910 6,648,464

(経常収入) 4,700,000 4,387,554

2020年度予算 決算額

項 2021年3月末 備　　　考

経常費 1,740,000 1,505,027

（イ） 学校協力費 500,000 284,691  卒業記念品

（ロ） 会　議　費 150,000 10,860  

（ハ） 組織活動費 400,000 525,000  新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ緊急奨学基金

（ニ） 印　刷　費 20,000 0

（ホ） 通　信　費 50,000 7,673  メール便代、郵便代等

（ヘ） 人　件　費 510,000 540,000  事務局員手当

（ト） 事務用品費 10,000 3,694  賞状用紙、証書ホルダー等

（チ） 雑　　　費 100,000 133,109  振込手数料、ｶﾌｽﾎﾞﾀﾝ購入代金

事業費 3,550,000 3,026,754

（イ） 会報発行費 2,300,000 2,344,118  会報発行費

（ロ） ＨＰ費用 250,000 644,600  ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料､ﾄﾞﾒｲﾝ更新料

（ハ） 総会、委員総会費 1,000,000 38,036  総会開催案内作成費、誌上総会返信はがき代

積立金 名簿作成積立金 200,000 0  名簿積立せず

予備費 200,000 0  HP変更費用、会報発送費、同窓会総会費予備予算(10万円）等

5,690,000 4,531,781

1,270,910 2,116,683

6,960,910 6,648,464

(経常支出) 5,690,000 4,531,781

普通預金残高　\2,116,467(三菱東京ＵＦＪ吉祥寺支店) /小口現金　\216/定期預金（積立金）　\1,000,878　（2021年3月31日現在）

計

次年度繰越金

合　　　計

計

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科   目

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科   目

役
員
会
の
開
催
（
４
月
11
日
、
6
月
6
日
、
7
月
11
日
、

9
月
12
日
、
12
月
12
日
、
2
月
13
日
）

《
２
０
２
０
年
》

8
月　

同
窓
会
報
「
進
取
」
の
発
刊

（
２
０
２
０
年
度
同
窓
会
総
会
は
「
進
取
」
の
中
で

紙
面
総
会
と
し
て
実
施
）

11
月　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

《
２
０
２
１
年
》

3
月　

高
校
卒
業
生
へ
記
念
品
の
贈
呈

ご
退
任
の
岡
稔
彦
校
長
を
挨
拶
訪
問

《
２
０
２
０
年
》

4
月　

中
学
・
高
校
入
学
式
へ
の
参
加

5
月　

中
学
・
高
校
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
懇
談
会
へ
の
参
加

法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
総
会
へ
の
参
加

6
月　

一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会
総
会
へ
の
参
加

9
月　

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開
催

オ
ー
ル
法
政
総
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
へ
の
参
加

中
学
・
高
校
「
鈴
掛
祭
」
へ
の
参
加

10
月　

法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の
集
い
「
栃
木
大
会
」
へ
の
参
加

11
月　

三
鷹
市
民
駅
伝
の
応
援

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
参
加

《
２
０
２
１
年
》

1
月　

同
窓
会
新
年
顔
合
わ
せ
会
の
開
催

オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う
会
へ
の
参
加

2
月　

法
政
大
学
付
属
高
校
同
窓
会
役
員
懇
談
会
へ
の
参
加

法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会
新
年
賀
詞
交
換
会
へ
の
参
加

3
月　

中
学
・
高
校
卒
業
式
へ
の
参
加

新
ク
ラ
ス
委
員
と
の
懇
談
会

　

２
０
２
０
年
度
の
活
動
は
、世
界
的
規
模
で
広
が
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曾
有
の

災
禍
の
な
か
、
感
染
防
止
に
向
け
た
社
会
的
な
要
請

を
踏
ま
え
、
計
画
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
等
、
集
合
型

の
活
動
は
会
員
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
す

べ
て
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
と
お
会
い
し
て
の
活
動
は
残
念
な
が
ら
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

中
、
同
窓
会
規
約
の
改
定
、
憲
章
の
見
直
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
同
窓
会
奨
学
金
制
度

の
制
定
等
に
着
手
し
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
卒
業
生
へ
は
記
念
品
と
し
て
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト

ル
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
は
左
記
の
通
り
で
す
。

法政大学高等学校同窓会
会員各位

監査報告書

　2020 年度（2020 年 4 月1 日～ 2021
年 3 月 31 日）、同窓会収支決算書の
会計監査を 2021 年 7月 23 日に実施し
ました。会計監査の結果、業務の執
行および決算書類、会計処理は適正
に実施されており、収支決算書は適正
であることを認めます。

2021 年 7 月 23 日

会計監査　　泉　　智雄　　

会計監査　　今泉　直樹　　

実施した活動実施できなかった活動

２
０
２
０
年
度　

事
業
報
告 

お
よ
び 

会
計
報
告

法政大学高等学校同窓会　2020年度収支決算書
（2020.4 .1 ～ 2021.3 .31）

（２）2020年度　会計報告

（１）2020年度　事業報告
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前年度予算 前年度実績 本年度予算

2021年4月～

2022年3月

繰越金 2,260,910 2,260,910 2,116,683

会　費 4,680,000 3,386,219 4,210,000

（イ） 入会金 1,666,000 1,617,000 1,617,000 新卒業生入会金　7,000円×231名

（ロ） 新入会員年会費 714,000 693,000 693,000 新卒業生年会費　3,000円×231名

（ハ） 年会費・寄付 1,400,000 1,076,219 1,000,000 既会員会費、お祝い金、寄付等

（ニ） その他会費 900,000 0 900,000 同窓会総会会費、新年顔合わせ会費等

雑収入 20,000 1,001,335 0 預金利息、グッズ売上

6,960,910 6,648,464 6,326,683

(経常収入) 4,700,000 4,387,554 4,210,000

前年度予算 前年度実績 本年度予算

2021年4月～

2022年3月

経常費 1,740,000 1,505,027 1,575,000

（イ） 学校協力費 500,000 284,691 300,000 学校行事、生徒部活動援助、懸垂幕、卒業記念品代

（ロ） 会議費 150,000 10,860 10,000 会議諸費用、新年顔合わせ会、新卒クラス委員説明会

（ハ） 組織活動費 400,000 525,000 550,000 ゴルフ大会等の同窓会協賛広告費、付属校行事会費、大学関連団体行事費等

（ニ） 印刷費 20,000 0 10,000 封筒印刷代

（ホ） 通信費 50,000 7,673 10,000 会議開催通知郵便代等

（へ） 人件費 510,000 540,000 540,000 事務局員手当

（ト） 事務用品費 10,000 3,694 5,000  ＰＣ等諸事務用品、ファイル、各種印刷、ラベル用紙代

（チ） 雑費 100,000 133,109 150,000 振込手数料、各ＯＢ総会お祝金、慶弔費等

事業費 3,550,000 3,026,754 3,850,000

（イ） 会報発行費 2,300,000 2,344,118 2,300,000 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代

（ロ） ＨＰ費用 250,000 644,600 650,000 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料

（ハ） 総会、委員総会 1,000,000 38,036 900,000 同窓会総会費用

積立金 名簿/奨学金積立 200,000 0 200,000 名簿積立せず　奨学金積立

予備費 200,000 0 100,000 ＨＰ変更費用、会報発送費、同窓会総会費予備予算（１０万円）等

5,690,000 4,531,781 5,725,000

1,270,910 2,116,683 601,683

6,960,910 6,648,464 6,326,683

(経常支出) 5,690,000 4,531,781 5,725,000

普通預金残高　\2,116,467(三菱東京ＵＦＪ吉祥寺支店) /小口現金　\216/定期預金（積立金）　\1,000,878　（2021年3月31日現在）

項 2020年度予算 2021年3月末 備　　　考

科目

計

次年度繰越金

合計

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科目

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

項 2020年度予算 2021年3月末 備　　　考

議
案
２
２
０
２
１
年
度　

事
業
計
画
（
案
） 

お
よ
び 

予
算
（
案
） 

母
校
と
の
協
力
体
制
の
強
化

法
政
大
学
校
友
会
並
び
に

付
属
校
同
窓
会
と
の
協
力
体
制
の
強
化

P
T
A
と
の
協
力
体
制
の
強
化

ク
ラ
ス
委
員
、
ク
ラ
ブ
委
員
と
の
連
携
強
化

会
員
の
顕
在
化

年
会
費
振
込
会
員
の
増
強
と
財
政
の
安
定
化

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
活
動
の
推
進

女
子
部
の
設
立
検
討

　

２
０
２
１
年
度
の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
兆
し
が
な
か
な
か
読
め
な
い
な
か
、

引
き
続
き
集
合
型
の
活
動
に
は
制
約
が
伴
っ
て
く
る
よ

う
な
状
況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

前
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
大
い

に
利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
員
の
皆
様
と
の
繋

が
り
を
図
っ
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
計
画
は
左
記
の
通
り
で
す
。

以
上
を
基
本
に
、
総
務
・
財
務
・
広
報
・
組
織
拡
充
・

事
業
の
各
委
員
会
が
協
力
し
て
「
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（２）2021年度　予算（案）

１2345678 （１）
２
０
２
１
年
度　
事
業
計
画
（
案
）

法政大学高等学校同窓会　2021年度収支予算書
（2021.4 .1 ～ 2022.3 .31）
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ご
報
告

「
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
の

開
催
延
期
に
つ
い
て

同
窓
会
W
E
B
サ
イ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ご
報
告
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
対
策
奨
学
基
金
」
へ
の

ご
支
援
の
お
礼

お
知
ら
せ

2021 年度　法政大学高等学校同窓会　役員名簿
　

恒
例
の
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

は
毎
年
９
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
残

念
な
が
ら
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
と
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
行
な
ど
明
る

い
兆
し
も
見
え
て
は
き
て
い
る
も

の
の
、
変
異
株
の
拡
大
な
ど
依
然

と
し
て
感
染
リ
ス
ク
は
排
除
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
で

は
、
こ
の
度
公
式
W
E
B
サ
イ
ト

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D-

19
）
の
影
響
に

よ
り
学
校
活
動
・
同
窓
会
活
動
が

大
き
く
制
限
さ
れ
る
中
、
同
窓
会

の
活
動
内
容
が
わ
か
る
よ
う
、
各

種
ご
報
告
や
ご
案
内
、
ク
ラ
ブ
活

動
、
O
B
会
活
動
、
行
事
、
式
典
、

会
報
な
ど
様
々
な
情
報
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
役
員
同
士
の
連
絡
用
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
も
同
時
に
作

成
し
、
直
接
集
ま
れ
な
い
状
況
で

も
連
絡
が
取
り
合
え
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
生
徒
・
学

生
へ
の
緊
急
支
援
の
た
め
に
昨
年

９
月
、
オ
ー
ル
法
政
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基

金
」
を
設
立
し
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん

の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
付
総
額
は
目
標
の
２
０
０
百

万
円
を
上
回
る
２
０
４
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
法
政
中
・
高
等
学

校
を
ご
指
定
し
て
い
た
だ
い
た
ご

寄
付
は
１
，
６
３
２
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

皆
様
の
母
校
へ
の
温
か
い
お
気

持
ち
に
対
し
改
め
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
法
政
大
学
で
は
コ
ロ
ナ

禍
が
長
期
化
す
る
な
か
、
生
徒
・

学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
政
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
法
政
募
金
の
な
か

に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

支
援
」
の
項
目
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
参
照
の
う
え
、
使
途
（
詳

細
）
→
中
高
等
学
校
と
ご
指
定
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

法政大学高等学校同窓会 WEB サイト

https://www.hoseikd.jp/

下記 QR コードから
アクセスできます。

《検索キーワード》
・法政高校同窓会

など

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
も
９
月
の
開
催
は
「
延
期
」
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
来
春
３
月
頃

の
開
催
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

開
催
日
程
等
の
概
要
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の

で
、
何
卒
ご
理
解
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
と
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
出
来

ま
す
日
が
、
一
日
も
早
く
来
る
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（写真）前回大会の様子

開催日：2019 年 9 月 18 日（水）
場　所：鳩山カントリークラブ
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長 　 裕 章さん
1962 年生　59 歳

岡 本 眞 司さん
1948 年生　73 歳

１
９
８
１
年
（
33
期
）

法
政
大
学
第
一
高
等
学
校
卒
業

１
９
８
５
年

法
政
大
学
経
済
学
部
卒
業

元　

㈱
三
菱
U
F
J
銀
行

　
　

常
務
執
行
役
員

現　

㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー

　
　

代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

１
９
６
６
年
（
18
期
）　

法
政
大
学
第
一
高
等
学
校
卒
業

１
９
７
０
年

法
政
大
学
経
営
学
部
卒
業

元　

㈱
千
葉
銀
行
取
締
役

元　

ち
ば
ぎ
ん
デ
ィ
ー
シ
ー
カ
ー
ド
㈱

　
　

代
表
取
締
役
社
長

元　

ち
ば
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
㈱

　
　

代
表
取
締
役
社
長

お
二
人
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す

　

２
０
２
０
年
11
月
８
日
、
本

校
グ
ラ
ン
ド
に
て
「
第
二
回
海

翔
カ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
役
部
員
は
昨
年
春
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
春
季

大
会
や
夏
合
宿
の
中
止
、
日
常

の
練
習
に
も
制
限
が
付
く
な
ど
、

思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
な
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
公
式
戦
や
合
宿
な
ど

ラ
グ
ビ
ー
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
３
年
生
と
そ
の
保

護
者
の
皆
様
に
、
少
し
で
も
思

い
出
を
残
し
て
あ
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
前
回
は
夏
季
に
現

役
・
O
B
そ
れ
ぞ
れ
が
外
部
チ

ー
ム
を
招
待
し
た
ラ
グ
ビ
ー
祭

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

卒
部
試
合
も
兼
ね
た
法
政
・
日

大
二
高
・
農
大
一
高
の
三
校
に

よ
る
セ
ブ
ン
ス
（
７
人
制
）
大

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

現
役
の
部
員
が
、
今
で
き
る

こ
と
や
今
や
る
べ
き
こ
と
に
対

し
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿

勢
を
尊
重
し
、
出
来
る
範
囲
で

検
討
を
重
ね
、
感
染
防
止
対
策

を
徹
底
し
、
各
校
選
手
・
ス
タ

ッ
フ
・
保
護
者
と
O
B
会
役
員

の
み
参
加
し
て
の
午
前
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
三
つ
巴
戦
の
試

合
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
を
縦
横
無

尽
に
走
る
選
手
た
ち
や
、
互
い

の
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
、
選

手
の
勇
姿
を
熱
心
に
応
援
す
る

保
護
者
の
声
援
な
ど
、
各
人
の

ラ
グ
ビ
ー
へ
の
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
各
チ
ー
ム
へ
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
、

短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
各
校
関
係
者
の
笑
顔
が
印

象
的
だ
っ
た
一
日
で
し
た
。
終

了
後
、
現
役
部
員
へ
卒
業
記
念

と
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ー
ジ

を
進
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
前
に
行
わ

れ
た
秋
の
全
国
大
会
予
選
は
今

季
初
の
公
式
戦
と
な
り
ま
し
た
。

合
同
チ
ー
ム
（
法
政
、日
大
二
高
、

三
鷹
中
等
教
育
）
の
一
員
と
し

て
、
一
回
戦
は
都
国
立
に
勝
利

し
、
二
回
戦
は
シ
ー
ド
校
の
明

大
中
野
を
相
手
に
敗
退
し
た
も

の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
練
習

さ
え
満
足
に
出
来
な
い
日
々
を

過
ご
し
て
き
た
３
年
生
選
手
７

名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
名
の
戦

い
は
、「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
」

と
い
う
強
い
思
い
を
、
次
世
代

に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
入
り
新
人
戦
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
春
季
大

会
は
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
リ
ー

グ
戦
形
式
で
開
催
さ
れ
、
２
戦

２
勝
の
戦
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
春
は
新
入
部
員
選

手
８
名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名

が
入
部
、
部
員
減
少
が
続
い
て

い
た
中
、
た
く
さ
ん
の
元
気
な

新
入
部
員
を
迎
え
た
こ
と
で
、

現
役
部
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
保
護
者
・

O
B
が
一
丸
と
な
っ
て
全
国
大

会
を
目
指
す
単
独
チ
ー
ム
と
し

て
復
活
し
て
い
く
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
O
B
会
は
、
ラ

グ
ビ
ー
憲
章
に
あ
る
「
品
位
」

「
情
熱
」「
結
束
」「
規
律
」「
尊

重
」
と
い
う
理
念
を
よ
り
大
切

に
し
、
現
役
チ
ー
ム
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

創
部
70
年
を
超
え
て
１
０
０
年
、

１
５
０
年
と
い
う
未
来
に
向
け

て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
当

部
の
伝
統
を
次
世
代
に
着
実
に

伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
・
ご
声
援
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
８
１
年
３
月
に
法
政

大
学
第
一
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
店
主
は
、
大
学
に
進
学

せ
ず
に
料
理
の
道
へ
。
10
年

近
く
住
み
込
み
の
下
積
み
を

経
て
、
結
婚
を
機
に
実
家
の

『
甲
州
』
へ
。
爾
来
30
年
包

丁
を
握
っ
て
い
ま
す
。
家
族

経
営
の
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
お
店
で
す
。

　
『
卒
業
し
た
ら
料
理
人
に

な
る
か
ら
、
大
学
に
は
行
か

な
い
ん
だ
』
と
話
し
て
い
た

割
に
は
、案
外
成
績
も
良
く
、

楽
し
く
充
実
し
た
高
校
生
活

を
過
ご
さ
れ
て
い
た
様
子
で

す
が
、
進
学
を
し
な
か
っ
た

た
め
同
級
生
と
は
20
数
年
連

絡
を
取
れ
ず
じ
ま
い
も
、
山

岳
部
の
会
合
だ
け
は
参
加
し

て
い
た
事
も
あ
り
、
五
十
路

手
前
か
ら
同
期
の
集
り
に
参

加
、
会
場
の
提
供
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

同
期
会
の
集
ま
り
は
、
い

つ
も
予
算
以
上
の
飲
食
が
発

生
し
迷
惑
も
掛
け
て
し
ま
う

の
で
、
当
会
の
参
加
条
件
の

会
費
欄
に
は
『
飲
ん
で
食
っ

た
だ
け
』
が
金
額
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
良
い
お
店
で
、

４
名
様
の
個
室
か
ら
60
名
様

ま
で
の
大
広
間
が
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
写
真
）
２
０
１
６
年
に
甲
州
で
開

催
さ
れ
た
33
期
会
の
様
子

『割烹　甲州』
店主 新荻　徹さん（1981 年卒・33 期）

《アクセス》
東京都練馬区練馬 1-29-13
都営地下鉄大江戸線・西武池袋線

「練馬駅」から徒歩 4 分

同
窓
生
２
名
が

法
政
大
学
の
理
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た

（
関
連
記
事
、
P
１
の
会
長
ご
挨
拶

文
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

だより

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

 

通
信
報
告 

ラ
グ
ビ
ー
部
　
活
動
報
告

ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会
　
会
　
長
　
川
上 

典
純

副
会
長
　
能
登 

英
明

卒
業
生

卒
業
生
がが
経
営
経
営
す
る
す
る
お
店
お
店
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す

福
地
達
哉
（
１
９
８
１
年
卒
・

福
地
達
哉
（
１
９
８
１
年
卒
・
3333
期
）
期
）
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クスノキの瘤の衝立を鑑定する
テレビ出演中の村山元春さん

村山元春さんの著書

　

は
た
し
て
鑑
定
や
い
か
に
？

「
オ
ー
プ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
」

司
会
の
今
田
耕
司
さ
ん
の
声
が
響

き
渡
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
東
京
の
人

気
番
組
『
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
』（
毎
週
火
曜
日
夜
８
時
54
分
、

B
S
毎
週
木
曜
日
夜
７
時
55
分

放
映
）、
皆
さ
ん
も
一
度
は
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
番
組
で
木

材
・
木
工
ジ
ャ
ン
ル
の
鑑
定
士
を

務
め
る
の
が
村
山
元
春
さ
ん
で

す
。
今
日
は
会
社
に
お
伺
い
し
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

生
い
立
ち
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

ま
す
か
―
―
―

　

実
家
は
江
東
区
木
場
で
、
代
々

木
材
問
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
３
人
の
兄
と
２
人
の
姉
の

６
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
、

１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
に
北

海
道
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
家
業
が

北
海
道
材
を
扱
う
関
係
で
、
父
が

戦
時
中
、
北
海
道
に
日
高
紋
別
富

川
軍
需
工
場
を
設
立
し
、
北
海
道

に
住
ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
終
戦
後
に
当
地
で
誕
生

し
ま
し
た
が
兄
姉
の
中
で
は
私
だ

け
が
北
海
道
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
場
で
木
材
問
屋
業
を

再
開
す
る
た
め
、
私
が
３
歳
の
時

に
木
場
に
戻
り
、
そ
れ
か
ら
20
歳

ま
で
の
青
春
時
代
を
木
場
で
過
し

ま
し
た
。

法
政
一
中
に
入
学
さ
れ
た
き
っ
か

け
は
―
―
―

　

２
人
の
兄
が
法
政
に
入
学
し
て

い
て
、
自
分
の
意
思
に
関
係
な

く
、
な
ん
と
母
が
願
書
を
提
出
し

て
お
り
、
私
は
入
学
試
験
の
数
日

前
に
受
験
を
聞
か
さ
れ
て
、
準
備

も
な
し
に
受
験
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
面
接
時
も
兄
だ
け
が
先
生
と

話
し
、
私
は
た
だ
「
は
い
」
と
の

み
答
え
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
後
日
、
合
格
の
連
絡
が
あ
り

入
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

法
政
一
中
・
一
高
時
代
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
―
―
―　
　
　

　

勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
情
熱
を
注

ぎ
ま
し
た
よ
、
た
だ
し
な
ん
と
な

く
か
な
（
笑
）。
中
学
時
代
は
野

球
部
で
頑
張
り
ま
し
た
。
高
校
進

学
後
も
野
球
部
に
入
部
す
る
の
で

す
が
、
他
校
か
ら
の
部
員
と
の
格

差
に
驚
き
、
特
に
１
年
先
輩
の
田

淵
幸
一
さ
ん
の
凄
さ
に
は
び
っ
く

り
し
、
数
日
後
に
退
部
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

丁
度
そ
の
頃
、
兄
が
継
い
だ
稼

業
で
新
し
い
事
業
と
し
て
ボ
ー
リ

ン
グ
場
に
木
材
を
納
入
す
る
仕
事

を
始
め
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
東
京

に
２
ケ
所
し
か
ボ
ー
リ
ン
グ
場
が

無
い
時
代
で
す
。
私
は
後
楽
園
の

ボ
ー
リ
ン
グ
場
に
初
め
て
連
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
時
、

ア
メ
リ
カ
の
室
内
ス
ポ
ー
ツ
に
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ボ
ー

リ
ン
グ
に
熱
中
し
始
め
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
や
が
て
腕
は
上
が

り
東
京
都
で
も
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー

ラ
ー
と
し
て
実
力
が
認
め
ら
れ
、

ラ
ン
キ
ン
グ
も
上
位
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

キ
ャ
ン
プ
地
で
ボ
ー
リ
ン
グ
の
交

流
試
合
に
参
加
し
た
時
に
は
、
ア

メ
リ
カ
人
の
高
校
生
の
大
き
さ

と
パ
ワ
ー
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
の
時
初
め
て
コ
ー
ラ
、
ハ

ン
バ
ー
グ
、
ピ
ザ
を
食
べ
、
ま
た　

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
こ
ん

な
大
人
み
た
い
な
ア
メ
リ
カ
人
を

相
手
に
勝
て
る
わ
け
が
な
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
何
と
か
技
術
力
で

対
等
に
戦
え
る
よ
う
に
な
り
、
高

校
生
活
で
一
番
楽
し
い
時
期
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

青
春
時
代
を
ボ
ー
リ
ン
グ
と
と

も
に
過
ご
し
、
２
期
生
の
プ
ロ

ボ
ー
ラ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

家
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
と

き
、
不
運
に
も
利
き
手
の
中
指
・

薬
指
を
複
雑
骨
折
し
て
し
ま
い
、

夢
は
絶
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は

ボ
ー
リ
ン
グ
も
出
来
ず
大
学
に
も

行
け
ず
お
先
真
っ
暗
に
な
り
ま
し

た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
に
熱
中
さ
れ
た
高
校

時
代
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
卒
業

後
は
―
―
―

　

お
茶
の
水
に
出
来
た
新
設
校
の

東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
が
生
徒
募

集
を
し
て
お
り
入
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
し
、

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
マ

ネ
キ
ン
人
形
の
製
作
会
社
に
就
職

し
、
デ
パ
ー
ト
の
フ
ロ
ア
ー
の
展

示
や
什
器
の
デ
ザ
イ
ン
に
従
事
し

ま
し
た
。
初
任
給
が
営
業
職
よ
り

高
額
だ
っ
た
の
で
感
激
し
少
し
鼻

高
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
父
が
漫
画
家
の
松
下

紀
久
雄
さ
ん
と
落
語
家
の
柳
屋
金

五
楼
さ
ん
、
江
戸
屋
猫
八
さ
ん
な

ど
と
「
日
本
日
曜
大
工
ク
ラ
ブ
」

を
結
成
し
、
日
曜
大
工
の
基
を
作

り
上
げ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
父

の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、

日
曜
大
工
セ
ン
タ
ー
へ
の
木
材
納

入
の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
東
急
ハ
ン
ズ
１
号
店
が
藤

沢
に
出
来
た
時
は
、
木
材
売
り

場
に
今
ま
で
に
な
い
種
類
の
木

材
、
工
芸
家
や
建
築
模
型
、
彫
刻

材
等
の
特
殊
木
材
を
納
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
売
り
場
の
拡
充
の
手

伝
い
な
ど
を
し
ま
し
た
。
渋
谷
店

が
オ
ー
プ
ン
す
る
時
に
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
時
代
に
養
わ
れ
た
知
識
を
基

に
木
材
の
売
り
場
作
り
に
協
力
す

る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
現
在
の

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
木
材
売
り
場

の
基
礎
と
な
る
レ
イ
ア
ウ
ト
や
商

品
構
成
を
手
掛
け
納
材
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
テ
レ
ビ
出
演
の
き
っ
か

け
が
出
来
た
の
で
す
か
―
―
―　

　

そ
の
後
、
父
の
会
社
か
ら
離
れ

世
界
中
の
木
材
を
取
り
扱
う
会
社

に
就
職
し
、
銘
木
と
呼
ば
れ
る
木

材
を
主
体
に
建
材
、特
殊
内
装
材
、

工
芸
用
材
等
を
扱
い
木
材
の
知
識

を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
新
木
場
で
世
界
の
木
材
の
木

工
芸
品
を
扱
く
ウ
ッ
デ
ィ
ー
プ
ラ

ザ
の
店
長
に
就
任
し
、
そ
の
後
、

経
営
権
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
頃
か
ら
お
宝
鑑
定
団
の

鑑
定
士
と
し
て
の
仕
事
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
新
木

場
内
で
の
仕
事
も
忙
し
く
、
Ｔ
Ｖ

出
演
は
控
え
さ
せ
て
も
ら
い
解
説

の
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

番
組
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
に
つ
れ　

再
度
の
出
演
依
頼
が
在
り
出
演
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
に
出
演
す
る

よ
う
に
な
り
、
い
か
が
で
し
た
か

―
―
―

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
時
代
に
家
具
や
什

器
の
デ
ザ
イ
ン
や
家
具
製
作
を
し

た
こ
と
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
特
殊
材
等
の
納
入
を
し
た
こ

と
、
ま
た
再
就
職
先
で
の
銘
木
の

知
識
を
習
得
し
た
こ
と
、
新
木
場

で
の
木
材
業
者
よ
り
得
た
知
識
等

が
役
立
ち
、
年
に
数
度
は
Ｔ
Ｖ
出

演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
最
初
の
Ｔ
Ｖ
出
演
の
時
、
さ

ほ
ど
緊
張
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
収

録
時
に
ス
タ
ジ
オ
で
担
当
者
か

ら
「
気
軽
に
」
と
言
わ
れ
、
そ
こ

で
一
言
Ｔ
Ｖ
の
視
聴
率
を
聞
か
さ

れ
、
す
ご
く
多
く
の
方
々
が
見
て

く
れ
て
い
る
と
知
っ
た
瞬
間
、
頭

の
中
が
真
白
に
な
り
冷
や
汗
を
か

き
な
が
ら
何
を
喋
っ
た
か
わ
か
な

い
ま
ま
収
録
を
終
え
ま
し
た
。

　

人
前
で
話
す
の
は
難
し
く
、
豊

富
な
知
識
や
話
し
方
等
を
も
っ
と

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
演
す
る
機

会
も
増
え
、
そ
の
度
に
新
し
い
発

見
や
知
識
を
勉
強
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
放
送
内
で
い
か
に
木

材
の
重
要
性
や
価
値
等
、
木
材
が

人
に
与
え
る
役
割
や
自
然
か
ら
得

る
恩
恵
な
ど
の
話
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
に
と
っ
て
有
意
義

な
仕
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

法政一高 1966 年卒業・第 18 期
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こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に

お
過
ご
し
に
な
り
た
い
で
す
か
―

―
―

　

現
在
は
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
、
そ
し
て
木
材
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
、
亡
く
な
っ
た
兄

と
と
も
に
40
年
の
長
き
に
わ
た
り

得
た
現
場
で
の
知
識
を
基
に
、
少

し
で
も
業
界
の
方
や
木
材
に
た
ず

さ
わ
る
方
々
の
役
に
立
て
る
よ
う

と
の
思
い
か
ら
、「
木
材
大
事
典

２
０
０
種
」
を
誠
文
堂
新
光
社
よ

り
発
刊
し
て
い
た
だ
き
愛
読
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
は
国
土
の
70
％
は
森
林

で
、
世
界
で
も
珍
し
い
た
く
さ
ん

の
種
類
の
木
が
生
育
し
て
い
る
緑

豊
か
な
国
で
す
。
古
代
よ
り
巨
木

信
仰
で
あ
っ
た
り
、
木
造
住
居
、

木
製
生
活
器
具
等
々
身
近
な
木
を

う
ま
く
利
用
し
て
生
活
を
し
て
い

た
木
の
文
化
の
国
民
で
あ
り
、
世

界
の
ど
の
国
民
よ
り
も
木
へ
の
愛

着
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。
そ

の
文
化
を
守
る
為
、
自
然
が
与
え

て
く
れ
る
恩
恵
に
感
謝
し
、
木
を

扱
う
も
の
と
し
て「
木
を
活
か
し
、

木
に
生
か
さ
れ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
林
業
を
含
め
木
材
業
界
、

建
築
や
木
工
業
界
の
次
世
代
に
経

験
や
知
識
の
継
承
が
少
し
で
も
出

来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
も
う
少
し
元
気
で
頭
と
体

が
動
く
う
ち
は
、
仕
事
に
、
そ
し

て
好
き
な
ゴ
ル
フ
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
貴
重
な

お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

活躍する
OB 訪問

村
山
元
春
さん
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教　

員

◆
退　

職 

（
２
０
２
１
年
３
月
）

　

岡　

稔
彦　
　
（
学
校
長
・
社
会
科
）

　

髙
橋　

幸
祐 

（
特
別
教
諭
・
国
語
科
）

◆
異　

動 

（
２
０
２
１
年
４
月
）

　

平
野　

哲
也 

（
専
任
教
諭
・
社
会
科
）

法
政
大
学
第
二
中
高
へ

　

植
竹　

佑
樹 

（
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

法
政
大
学
第
二
中
高
へ

◆
採　

用 

（
２
０
２
１
年
４
月
）

　

金
子　

千
尋 

（
専
任
教
諭
・
国
語
科
）

法
政
大
学
第
二
中
高
よ
り
異
動

　

小
池　

祐
二 

（
専
任
教
諭
・
社
会
科
）

法
政
大
学
第
二
中
高
よ
り
異
動

　

久
木
山　

咲 

（
専
任
教
諭
・
社
会
科
）

　

宝
利　

彩
夏 

（
特
別
教
諭
・
国
語
科
）

事
務
職
員

◆
退　

職 

（
２
０
２
１
年
５
月
）

　

濱
田　

裕
嗣　
　

     

（
事
務
長
）

◆
異　

動 

（
２
０
２
１
年
６
月
）

　

山
田　

佳
男

 

（
事
務
長
・
中
高
課
長
よ
り
昇
任
）

　

小
出　

裕
子

 

（
課
長
・
多
摩
図
書
館
よ
り
異
動
）

　

大
谷　

泰
平

 

（
学
務
担
当
・
中
高
総
務
担
当　

よ
り
課
内
異
動
）

　

土
屋　

広
康

 

（
総
務
担
当
・
多
摩
経
済
学
部
資
料
室　

よ
り
異
動
）

　

鍋
田　

純
子

 

（
市
ヶ
谷
学
務
部
教
育
支
援
課

　

教
育
支
援
担
当
主
任
・
中
高
学
務
課

よ
り
異
動
）

物
故
者

　
元
教
諭

　
　
吉
田
　
敬
三
　
先
生

２
０
２
１
年
１
月
１
日
ご
逝
去

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
享
年
92
歳
）　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

　

今
年
度
の
卒
業
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
に
よ
り
、
卒
業
生

２
３
１
名
（
男
性
１
０
５
名
、

女
性
１
２
６
名
）、
保
護
者
、

先
生
、
他
若
干
名
の
み
の
参

加
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
校
長
の
式
辞
に
始
ま
り
、

卒
業
生
代
表
の
答
辞
と
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
卒
業
式
を
挙

行
で
き
た
事
を
本
当
に
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（

広
報
）

法政高校同窓会／0422 -79 -6233
hose ime mor y@e bony.p la la .or. jp

「法政大学高等学校同窓会」へ

所属組織の変更をお願いします 法政大学校友会／03 -3264 -1831 
j imuk yoku @ hose inet . jp

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、
皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
方
、
支
出
の
方
も
学
校

協
力
費（
生
徒
部
活
動
支
援
等
）、
同

窓
会
会
報
費
な
ど
増
え
て
お
り
ま

す
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
つ
け

て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
財
務
状
況

は
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
繰

越
金
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新
卒

業
生
の
入
会
金
だ
け
で
す
。
今
年
度

は
会
費
納
入
に
関
係
な
く
、
同
窓
会

会
報
は
同
窓
生
に（
一
万
一
千
余
）を

発
送
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
、
同
窓

会
年
会
費（
三
千
円
）の
お
振
込
み
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
振
込
用
紙

は
会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典
）

同
窓
会 

年
会
費（
年 

三
千
円
）

納
入
の
お
願
い

＊
成
績
優
秀
者
奨
学
金

該
当
者
な
し

＊
学
年
優
等
賞  　

　

６−

４　

三
宅　

俊
輔

＊
認
定
海
外
留
学
奨
励
金

　

６−

５　

鬼
澤　

咲
由
美

＊
ス
ポ
ー
ツ
、
学
術
・
文
化
等
優
秀
賞

 

・
音
楽
部　
＂
東
京
シ
ン
ク
ロ
ー
ム
＂

　

６−

２　

森　

奏
太
郎

　

６−

３　

高
畠　

真
優

　

６−

３　

水
野　

颯
斗

 

・
ス
キ
ー
部

　

６−

５　

田
中　

遥

＊
東
京
都
高
等
学
校
体
育
優
良
生
徒

　

６−

１　

小
林　

雅
治

（
ラ
グ
ビ
ー
部
）

　

６−

６　

津
嶋　

千
早

（
硬
式
テ
ニ
ス
部
）

　

今
年
度
は
、
新
入
生
２
３
９

名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

松
浦
新
校
長
の
式
辞
で
始

ま
り
ま
し
た
入
学
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
高
校
１
年
生

担
任
団
と
一
部
教
員
、
新
入

生
１
名
に
つ
き
保
護
者
１
名

の
み
の
参
列
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
賓
は
荒
川
裕
子
法
政
大

学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

長
に
お
い
で
い
た
だ
き
祝
辞

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

校
歌
は
例
年
で
す
と
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
で
斉
唱

し
ま
す
が
、
今
年
は
Ｃ
Ｄ
音

源
の
再
生
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
）

皆さまが大学卒業と同時に所属した法政大学校
友会の年度同期会は５年で解散する期間限定の
組織です。該当される方は「法政大学高等学校
同窓会」へ所属変更することができます。
高校時代の想い出が詰まった母校を正式な所属
先として、ぜひ変更手続きをお願いいたします。

所属変更
（卒業後5年を経過した方）

法政大学校友会
年度同期会所属

【 卒業後 5 年間 】

法政大学
高等学校同窓会

【 今 後 】

変更を希望される方は、下記へご連絡ください。

２
０
２
０
年
度 

報
奨
制
度
表
彰
生
徒　

 　
　

　

 　
　
　

 　

 

（
卒
業
式
表
彰
者
）

2014年3月～2016年3月に法政大学を卒業された法政大学高等学校同窓生の皆さまへ

  

２
０
２
１
年
度

２
０
２
１
年
度  

法
政
大
学
高
等
学
校

法
政
大
学
高
等
学
校  

入
学
式

入
学
式

令
和
３
年

令
和
３
年
44
月月
７７
日（
水
）

日（
水
）

  

２
０
２
０
年
度

２
０
２
０
年
度  

法
政
大
学
高
等
学
校

法
政
大
学
高
等
学
校  

卒
業
式

卒
業
式

  

令
和
令
和
３３
年年
33
月月
1313
日（
土
）

日（
土
）
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